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2Aa-9
喫煙傾向が、脈圧および四肢末端の冷えに与える影響に
ついて
〇安 達 和 俊（中京短大）

食　　物

(目的) 喫煙傾向が、血圧( 最大・最小) 、脈圧および四肢末端の冷えに与える影響につ
いて考察する。

(方法) 平成3  (1991)年４月１日より平成10(1998) 年３月31日までの７年間に、私のク
リニックへ午後( Ｐ M2:30～4:30) 受診し、１日、紙巻きたばこ20～200(平均30) 本の喫

煙習慣のある20～79歳の患者で、1)医師から、高血圧との診断を受け、降圧剤の投与を受
けている者、2)受診前２回の食事で、合計8g 以上の塩分を摂取している者、3)血圧測定
前のBiofeedback Unit (独・Nemectron 社製) による手掌の発汗状態のチェックからEmp-
findlichkeit (感度)2 以下で、Anregung  (興奮)30 以上の交感神経の緊張状態にある者を

除く、174  (男140 ・ 女34)名の最大・最小血圧を測定し、各々脈圧を算定し、その内、四肢
末端の冷えを訴える者については、Thermography により、その体幹部との温度差および

同末端部の温度を測定し、前者が8.2°C以上あり、後者が25.2°C以下の者をカウントした。
(結論)1) まず最大血圧は、139以下に、93 (男96・女82) ％以上が集中し、2)最小血圧は、

90以上に、51.7(男54・女41)％以上、すなわち半数以上が片寄った。3)その結果、脈圧は、
73.5(男77・女58.8)％以上が、3 以下となり、4)四肢末端の冷えを訴え、実際に体幹部と

の差が、8.2V  以上であり、同部が25.2°C以下の者が、55 (男51 ・ 女70) ％以上、すなわち
全体の半数以上を占めた。そこで、これらの結果から、たばこのニコチンが、末梢の血管
を単縮させ、それが四肢末端の冷えにつながり、そこへ血液を送り出すため圧力を高めな

くてはならず、最小血圧が上昇し、脈圧が低下する傾向があるのではないかと推測した。

2 Aa-10 カフェイン代謝能の遺伝子解析（第２報）

山田 光子

（聖母女学院短大）

コーヒー等のカフェイン含有飲料は世界中で飲まれているが、摂取量や好き嫌いに

は個人差、人種差がみられる。カフェインの代謝に関与する酵素のひとつN －アセチ

ルトランスフェラーゼ(NAT2) の活性には個人差の存在することが知られていることか

ら、これまで、カフェイン代謝の差異とカフェインに対する嗜好性との関連を探る手

始めとして、DNA  試料から判定したNAT2 遺伝子型の分布をいくつかの住民集団間で

比較し、報告してきた。そこで今回、各遺伝子型の間でコーヒー摂取後の尿中カフェ

イン代謝産物量を比較した。

[材料と方法] 遺伝子型の判明した被験者につき、コーヒー摂取数時間後の尿を採

取、HPLC を用いて尿中の5 －アセチルアミノー6－フオルミルアミノー3－メチルウラシル

(AFMU) と1 －メチルキサンチン(1X) を定量した。

[結果と考察] 尿中AFMU/IX 比を求めることによりアセチル化物の生成を比較した

ところ、遺伝子型NAT2*1/*1 のひとではAFMU/IX が1.55 であり、*l/ ＊2、*l/＊3およ

び＊l/＊4型では0.87 、NAT2*3/＊4の場合は0.  12 であった。カフェイン代謝に与る他の

酵素についても同様の検討を加えることにより、カフェイン嗜好性の差異の解明へと

導かれるものである。
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